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※概要（Summary ）： 

微量血液からの血漿抽出と LSPR（局在表面プラズ

モン）を利用し，単一チップ上でバイオマーカーの検

出が可能な新規血液検査デバイスを構築した．血球以

下の断面積を有するシリコーン樹脂製流路を作製し，

その毛細管力によって血液から血漿を抽出した．そし

て，ガラス基板上に固定した金ナノ粒子によってバイ

オマーカーの LSPR測定を行った． 

 

※実験（Experimental）： 

○微細流路のマスク作製のために下記装置を利用した． 

・レーザービーム露光装置 

・超純水製造装置 

・ドラフトチャンバー（塩ビ） 

・ドラフトチャンバー（SUS） 

・超音波洗浄機 

○基板表面の観察のために下記装置を利用した． 

・電子顕微鏡 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

Fig.1(a)にレーザービーム露光装置で作製した微細

流路作製用ガラスマスクを，Fig.1(b)にその設計データ

を示す．幅数 μm程度のラインアンドスペースを設計

通りに製作することができた．また、Fig.2 に示すよ

うに，電子顕微鏡観察により，金ナノ粒子（直径100nm

程度）の固定化状態を評価した． 

 

 
(a) マスク画像 (b) 設計データ 

Fig.1 ガラスマスクと設計データの比較 

 

Fig.2 金ナノ粒子の電子顕微鏡観察画像 

 

※その他・特記事項（Others）： 

今後は，金ナノ粒子の固定化密度を増加させ，LSPR

測定における感度及び再現性を向上させる必要がある．

そのためには，金ナノ粒子の固定化条件の再検討を行い，

電子顕微鏡観察等により詳細な評価実験を継続する必

要がある． 
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